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水産流通経営学科

山本義久・松岡　結

キジハタの体色に関するアンケート調査から
　  知覚品質（主観的価値）を数値化して検証

図1　知覚品質アンケート票（キジハタ体色）
図2　キジハタ(A～D)の希望購入金額　
結果頻度を正規分布化した曲線の比較

水産流通経営学科

藤井　陽介

・漁業の効率化は、地域の活性化に貢献します。
・漁業技術を科学的に評価することで、新規参入者への技術伝承がスムーズとなります。

　人間は５感と経験値から商材の主観的な価値を決定しています。これを「知覚品質」とい
います。本研究では、キジハタを研究対象に取り上げ、知覚対象として体色に注目しました。
消費者の持つ「知覚品質」の把握が可能であるかを検証し、「知覚品質」を金額に変換・比
較することを目的としました。

・商品の主観的市場価値が推定でき、マーケットイン（生産サイドではなく消費・流通
サイドから）の価格決定に寄与します。
・本研究手法により、新規マーケットの潜在的規模が推定できます。特に、輸出の場合
は、有効な手段となります。

　図1に示したアンケートにより、キジハタの体色と
主観的価値のデータを収集し、評価・検証しました。
その結果、4段階のサンプルでそのデータの分布は正
規性が高く、十分に統計的検討ができることが分かり
ました。また、キジハタを認知している人でも基準の
1,000円/尾と比べ、色の違いにより887～1,315円/尾
まで差がみられ、人間の主観的価値は体色により大き
く影響されることが判明しました（図2)。

　漁業技術は、古くから現場で経験的、主観的に運用、継承されてきました。そこで本研究
では、既存漁業技術を科学的に分析することで、新たな特性を明らかにし、効率化すること
を目的としました。

ある町では、定置網漁業は地域を支える重要な産
業となっています。定置網漁業の操業効率化を考え
るために、潜在クラス分析(Latent Class Analysis)
という手法を使って、水揚げ後の魚の荷捌き操業
パターン(図１)を分析しました。
その結果、定置網漁業の荷捌き操業パターンは
3つあることが分かり（表1）、これを踏まえた効
率化対策が必要であることが示されました。

魚の色の価値を「見える化」する魚の色の価値を「見える化」する 既存漁業に科学の目を導入する既存漁業に科学の目を導入する

表１分析により類別された定置網荷捌き操業パターン別の特徴

極小型魚 小型魚 中型魚 大型魚
(0.1kg以下) (3kg以上)

全操業日の
平均

推定作業
時間(分）

平均漁獲量（kg）
操業
パターン 合計

図1  操業パターン3の作業場レイアウト


